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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路であって、
　第１の端子および第２の端子を有する第１の四分の一波線路と、ここにおいて、前記第
１の四分の一波線路の前記第１の端子は、入力信号を受信し、
　第１の端子および第２の端子を有する第２の四分の一波線路と、ここにおいて、前記第
２の四分の一波線路の前記第１の端子は、前記入力信号を受信し、
　前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子と、前記第２の四分の一波線路の前記第２
の端子間で結合された可変インピーダンス回路と、前記可変インピーダンス回路は、前記
可変インピーダンス回路のインピーダンスを調整するための制御入力を有することにより
特徴付けられ、
　第１の信号に応答して、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスを調整する
ために、前記第１の信号と、前記可変インピーダンス回路の前記制御入力に結合された出
力とを受信するように構成された電力制御回路と、を備え、
　ここにおいて、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における電力を増加するために、前記入力信号の電力が増加
するとき、減少させられ、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第
２の四分の一波線路の前記第２の端子における前記電力を減少するために、前記入力信号
の前記電力が減少するとき、増加させられる、回路。
【請求項２】
　前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子は、第１の電力増幅器ステージに結合され
、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子は、第２の電力増幅器ステージに結合され
、ここにおいて、前記第１の電力増幅器ステージおよび前記第２の電力増幅器ステージは
、アンテナを駆動する、請求項１の回路。
【請求項３】
　前記第１の電力増幅器ステージおよび前記第２の電力増幅器ステージは、ドハティー電
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力増幅器を備える、請求項２の回路。
【請求項４】
　調整可能なＬＣ回路をさらに備え、ここにおいて、第１の構成で前記調整可能なＬＣ回
路は、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における第１のインピーダンス、およ
び前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子における対応する第２のインピーダンスを
生成し、ここにおいて、前記第１のインピーダンスは、前記第２のインピーダンスよりも
小さく、また、ここにおいて、第２の構成で前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における第３のインピーダンス、および前記第２の四分の一
波線路の前記第１の端子における対応する第４のインピーダンスを生成し、ここにおいて
、前記第３のインピーダンスは、前記第４のインピーダンスよりも大きい、請求項１の回
路。
【請求項５】
　前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子から前記第２
の四分の一波線路の前記第２の端子に転送される前記入力信号の前記電力を減少させるた
めに、前記入力信号の電力が減少するとき、前記第１のインピーダンスを生成するように
構成され、また、ここにおいて、前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路
の前記第１の端子から前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子に転送される前記入力
信号の前記電力を増加させるために、前記入力信号の電力が増加するとき、前記第３のイ
ンピーダンスを生成するように構成される、請求項４の回路。
【請求項６】
　前記調整可能なインピーダンス回路は、プログラム可能な抵抗器ネットワークを備える
、請求項１の回路。
【請求項７】
　前記調整可能なインピーダンス回路は、少なくとも１つの半導体デバイスを備える、請
求項１の回路。
【請求項８】
　前記半導体デバイスは、ＰＩＮダイオードを備え、ここにおいて、前記制御入力は前記
ＰＩＮダイオードを通して電流を調整する、請求項７の回路。
【請求項９】
　前記半導体デバイスは、前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子に結合された第１
の端子、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子に結合された第２の端子、および前
記制御入力を備える制御端子、を有するトランジスタを備える、請求項７の回路。
【請求項１０】
　前記調整可能なインピーダンス回路は、プログラム可能な抵抗器ネットワークをさらに
備える、請求項７の回路。
【請求項１１】
　前記電力制御回路は、
　包絡線検知器と、ここにおいて、前記電力制御回路の出力は、前記入力信号の包絡線の
レートで前記インピーダンスを変化させるために、少なくとも１つの半導体デバイスに結
合された第１の出力を備え、
　平均電力ジェネレータと、ここにおいて、前記電力制御回路の前記出力は、前記入力信
号の平均電力により、プログラムされた抵抗を変化させるための前記プログラム可能な抵
抗器ネットワークに結合された第２の出力をさらに備え、を備える、請求項１０の回路。
【請求項１２】
　前記電力制御回路は、包絡線検知器を備える、請求項１の回路。
【請求項１３】
　前記第１の四分の一波線路は、少なくとも１つのインダクタを備え、前記第２の四分の
一波線路は、少なくとも１つのインダクタを備える、請求項１の回路。
【請求項１４】
　前記電力制御回路により受信された前記第１の信号は、モデムからの電力制御信号であ
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る、請求項１の回路。
【請求項１５】
　方法であって、
　第１の四分の一波線路の第２の端子上で、入力信号の電力の第１の部分を有する第２の
信号を生成するために、前記第１の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力信号を受
信することと、
　第２の四分の一波線路の第２の端子上で、前記入力信号の前記電力の第２の部分を有す
る第３の信号を生成するために、前記第２の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力
信号を受信することとを有し、
　前記入力信号の電力特質を表示する第１の信号に応答して、前記第１の四分の一波線路
の前記第２の端子、および前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子間で結合された、
可変インピーダンス回路のインピーダンスを調整することにより特徴付けられ、
　ここにおいて、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の電力を増加させるために、前記入
力信号の電力が増加するとき、減少させられ、前記可変インピーダンス回路の前記インピ
ーダンスは、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の前記
電力を減少させるために、前記入力信号の前記電力が減少するとき、増加させられる、方
法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　［００３７］上記の説明は、どのように特定の実施形態の態様がインプリメントされ得
るかの例とともに、本開示の様々な実施形態を例証する。上記の例は、唯一の実施形態で
あると見なされるべきではなく、以下の特許請求の範囲により定義される特定の実施形態
の柔軟性および利点を例証するために提示された。上記の開示および以下の特許請求の範
囲に基づいて、他の配置、実施形態、インプリメンテーションおよび同等物が、特許請求
の範囲により定義される本開示の範囲から逸脱することなしに用いられ得る。
　以下に、本出願時の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［付記１］
　回路であって、
　第１の端子および第２の端子を有する第１の四分の一波線路と、ここにおいて、前記第
１の四分の一波線路の前記第１の端子は、入力信号を受信し、
　第１の端子および第２の端子を有する第２の四分の一波線路と、ここにおいて、前記第
２の四分の一波線路の前記第１の端子は、前記入力信号を受信し、
　前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子と、前記第２の四分の一波線路の前記第２
の端子間で結合された可変インピーダンス回路と、前記可変インピーダンス回路は、前記
可変インピーダンス回路のインピーダンスを調整するための制御入力を有し、
　第１の信号に応答して、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスを調整する
ために、前記第１の信号と、前記可変インピーダンス回路の前記制御入力に結合された出
力とを受信するように構成された電力制御回路と、を備え、
　ここにおいて、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における電力を増加するために、前記入力信号の電力が増加
するとき、減少させられ、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第
２の四分の一波線路の前記第２の端子における前記電力を減少するために、前記入力信号
の前記電力が減少するとき、増加させられる、回路。
　　［付記２］
　前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子は、第１の電力増幅器ステージに結合され
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、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子は、第２の電力増幅器ステージに結合され
、ここにおいて、前記第１の電力増幅器ステージおよび前記第２の電力増幅器ステージは
、アンテナを駆動する、付記１の回路。
　　［付記３］
　前記第１の電力増幅器ステージおよび前記第２の電力増幅器ステージは、ドハティー電
力増幅器を備える、付記２の回路。
　　［付記４］
　調整可能なＬＣ回路をさらに備え、ここにおいて、第１の構成で前記調整可能なＬＣ回
路は、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における第１のインピーダンス、およ
び前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子における対応する第２のインピーダンスを
生成し、ここにおいて、前記第１のインピーダンスは、前記第２のインピーダンスよりも
小さく、また、ここにおいて、第２の構成で前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における第３のインピーダンス、および前記第２の四分の一
波線路の前記第１の端子における対応する第４のインピーダンスを生成し、ここにおいて
、前記第３のインピーダンスは、前記第４のインピーダンスよりも大きい、付記１の回路
。
　　［付記５］
　前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子から前記第２
の四分の一波線路の前記第２の端子に転送される前記入力信号の前記電力を減少させるた
めに、前記入力信号の電力が減少するとき、前記第１のインピーダンスを生成するように
構成され、また、ここにおいて、前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路
の前記第１の端子から前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子に転送される前記入力
信号の前記電力を増加させるために、前記入力信号の電力が増加するとき、前記第３のイ
ンピーダンスを生成するように構成される、付記４の回路。
　　［付記６］
　前記調整可能なインピーダンス回路は、プログラム可能な抵抗器ネットワークを備える
、付記１の回路。
　　［付記７］
　前記調整可能なインピーダンス回路は、少なくとも１つの半導体デバイスを備える、付
記１の回路。
　　［付記８］
　前記半導体デバイスは、ＰＩＮダイオードを備え、ここにおいて、前記制御入力は前記
ＰＩＮダイオードを通して電流を調整する、付記７の回路。
　　［付記９］
　前記半導体デバイスは、前記第１の四分の一波線路の前記第２の端子に結合された第１
の端子、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子に結合された第２の端子、および前
記制御入力を備える制御端子、を有するトランジスタを備える、付記７の回路。
　　［付記１０］
　前記調整可能なインピーダンス回路は、プログラム可能な抵抗器ネットワークをさらに
備える、付記７の回路。
　　［付記１１］
　前記電力制御回路は、
　包絡線検知器と、ここにおいて、前記電力制御回路の出力は、前記入力信号の包絡線の
レートで前記インピーダンスを変化させるために、少なくとも１つの半導体デバイスに結
合された第１の出力を備え、
　平均電力ジェネレータと、ここにおいて、前記電力制御回路の前記出力は、前記入力信
号の平均電力により、プログラムされた抵抗を変化させるための前記プログラム可能な抵
抗器ネットワークに結合された第２の出力をさらに備え、を備える、付記１０の回路。
　　［付記１２］
　前記電力制御回路は、包絡線検知器を備える、付記１の回路。
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　　［付記１３］
　前記第１の四分の一波線路は、少なくとも１つのインダクタを備え、前記第２の四分の
一波線路は、少なくとも１つのインダクタを備える、付記１の回路。
　　［付記１４］
　前記電力制御回路は、前記入力信号の包絡線に対応する前記制御信号を生成する、付記
１の回路。
　　［付記１５］
　前記電力制御回路は、前記入力信号の平均電力に対応する前記制御信号を生成する、付
記１の回路。
　　［付記１６］
　前記電力制御回路により受信された前記第１の信号は、モデムからの電力制御信号であ
る、付記１の回路。
　　［付記１７］
　方法であって、
　第１の四分の一波線路の第２の端子上で、入力信号の電力の第１の部分を有する第２の
信号を生成するために、前記第１の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力信号を受
信することと、
　第２の四分の一波線路の第２の端子上で、前記入力信号の前記電力の第２の部分を有す
る第３の信号を生成するために、前記第２の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力
信号を受信することと、
　前記入力信号の電力特質を表示する第１の信号に応答して、前記第１の四分の一波線路
の前記第２の端子、および前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子間で結合された、
可変インピーダンス回路のインピーダンスを調整することと、
　ここにおいて、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の電力を増加させるために、前記入
力信号の電力が増加するとき、減少させられ、前記可変インピーダンス回路の前記インピ
ーダンスは、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の前記
電力を減少させるために、前記入力信号の前記電力が減少するとき、増加させられる、方
法。
　　［付記１８］
　調整可能なＬＣ回路を使用して前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子におけるイ
ンピーダンスを調整することをさらに備え、ここにおいて、第１の構成で前記調整可能な
ＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における第１のインピーダンス
、および前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子における対応する第２のインピーダ
ンスを生成し、ここにおいて、前記第１のインピーダンスは、前記第２のインピーダンス
よりも小さく、また、ここにおいて、第２の構成で前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２
の四分の一波線路の前記第２の端子における第３のインピーダンス、および前記第２の四
分の一波線路の前記第１の端子における対応する第４のインピーダンスを生成し、ここに
おいて、前記第３のインピーダンスは、前記第４のインピーダンスよりも大きい、付記１
７の方法。
　　［付記１９］
　回路であって、
　第１の四分の一波線路の第２の端子上で、入力信号の電力の第１の部分を有する第２の
信号を生成するために、前記第１の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力信号を受
信する手段と、
　第２の四分の一波線路の第２の端子上で、前記入力信号の前記電力の第２の部分を有す
る第３の信号を生成するために、前記第２の四分の一波線路の第１の端子上で、前記入力
信号を受信する手段と、
　前記入力信号の電力特質を表示する第１の信号に応答して、前記第１の四分の一波線路
の前記第２の端子、および前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子間で結合された、
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可変インピーダンス回路のインピーダンスを調整する手段と、
　ここにおいて、前記可変インピーダンス回路の前記インピーダンスは、前記第２の四分
の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の電力を増加させるために、前記入
力信号の電力が増加するとき、減少させられ、前記可変インピーダンス回路の前記インピ
ーダンスは、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における前記第２の信号の前記
電力を減少させるために、前記入力信号の前記電力が減少するとき、増加させられる、回
路。
　　［付記２０］
　調整可能なＬＣ回路を使用して前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子におけるイ
ンピーダンスを調整する手段をさらに備え、ここにおいて、第１の構成で前記調整可能な
ＬＣ回路は、前記第２の四分の一波線路の前記第２の端子における第１のインピーダンス
、および前記第２の四分の一波線路の前記第１の端子における対応する第２のインピーダ
ンスを生成し、ここにおいて、前記第１のインピーダンスは、前記第２のインピーダンス
よりも小さく、また、ここにおいて、第２の構成で前記調整可能なＬＣ回路は、前記第２
の四分の一波線路の前記第２の端子における第３のインピーダンス、および前記第２の四
分の一波線路の前記第１の端子における対応する第４のインピーダンスを生成し、ここに
おいて、前記第３のインピーダンスは、前記第４のインピーダンスよりも大きい、付記１
９の方法。
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